
総務省「経営比較分析表」について 

 

１ 総務省「経営比較分析表」について 
公営企業の全面的な「見える化」を推進することを目的に，総務省の主導のもと，

平成２７年度（平成２６年度決算）から各公営企業が「経営比較分析表」の策定・
公表を行うこととなりました。 

これにより，複数の経営指標を組み合わせた分析から，各公営企業が自らの経営
の現状や課題等を客観的に把握することが可能となりました。 

なお，全国の事業体の経営比較分析表については，総務省ホームページから御覧
いただけます。（総務省トップページ→ 政策 → 地方行財政 → 地方公営企
業等 → 経営比較分析表） 
 
２ 「経営比較分析表」の指標について（参考参照） 
下表のとおり，現中期経営プランで用いている指標と経営比較分析表（及び経営

評価）の指標とでは定義が異なります。（よって，指標値が異なります。） 
区分 中期経営プラン（2013-2017） 経営比較分析表（及び経営評価） 

水 道 

配水管更新率 管路更新率 

配水管（補助配水管※を除く。）延長に対す

る当年度の更新延長の割合 

管路（導水管，送水管，配水管（補助配水

管を含む。））延長に対する当年度の更新延

長の割合 

下水道 

下水道管路調査・改善率 管渠改善率 

下水道管路延長に対する当年度の調査・改

善延長（調査の結果により，改善する必要

がなかった管路の延長を含む。）の割合 

下水道管路延長に対する当年度の改善延

長の割合 

※ 配水管のうち，管網を形成せず，行き止まりになっている口径 25～75mm の管 
 
３ 経営評価（経営指標評価）との関係について 
本市では，これまでから，経営評価の「経営指標評価」（冊子第２章）の中で，「経

営比較分析表」と同様の取組を継続的に行っております。 

また，総務省「経営比較分析表」の開始年度となった平成２７年度には，本経営
審議委員会での議論を経て，「経営指標評価」の指標が「経営比較分析表」の指標
を包含するよう，「経営指標評価」の指標及び評価区分の見直しを行いました。 

 
４ 本市の「経営比較分析表」（平成２４～２８年度）（資料５－２参照） 
表中，「類似団体平均値」とは，総務省の基準により全国の事業体を複数の類似

団体区分に区分けし，各区分に属する事業体の指標値を平均した数値です。 
類似団体区分は，水道事業（末端給水事業）では現在給水人口規模に基づき１０

区分，公共下水道事業では処理区域内人口区分等に基づき２３区分あり，本市はい
ずれの事業も「政令市等」の区分に該当します。当該区分の類似団体数は，本市を
含め，水道事業で２０団体，公共下水道事業で２１団体あります。 
 
【参考】 全国の「経営比較分析表」は総務省ホームページにて公表 

資料５－１ 
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

○資産維持費を老朽化した水道管の更新財源として
充てるとともに，施設規模の適正化による投資の抑
制，企業債の発行抑制を図り，財務体質の強化に努
める。

○老朽化した水道管の更新のスピードアップを進め
るとともに，道路部分に残存する鉛製給水管の解消
に努め，更なる有収率の向上を目指す。

○水需要の減少傾向が続き，今後も厳しい財政収支
が見込まれる中，今後もより一層効率的・効果的な
事業運営を進める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

○「②管路経年化率」が類似団体平均値並みと
なっているのに対し，「③管路更新率」は類似団
体平均値を下回る状況にある。

○昭和40年代から50年代初めにかけて布設した大量
の水道管が順次更新を迎えるため，更新のスピード
アップが喫緊の課題となっており，平成25年10月に
実施した料金改定においては，水道管の更新財源と
して資産維持費の導入を図ったところである。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄
1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

○財政計画期間中（平成25～29年度）の累積収支の
均衡を図り，そのうえで水道管更新の財源（資産維
持費）を確保するため，平成25年10月に料金改定
（平均改定率＋9.6％）を実施した。その結果，平
成26年度以降「①経常収支比率」「⑤料金回収
率」ともに類似団体平均値を上回っている。

○節水型社会の定着に伴う水需要の減少を踏まえ，
平成24年度に山ノ内浄水場を廃止し，３浄水場体制
としたことにより「⑦施設利用率」は，類似団体
平均値を上回る約65％となっている。また，有収水
量が減少する中，事業運営の効率化に努め，支出を
削減することで「⑥給水原価」は類似団体平均値
を下回っている。

○一方，これまで施設の改築更新などの財源の大部
分を企業債で賄っていたため，「④企業債残高対
給水収益比率」が類似団体平均値を大きく上回っ
ている。また，「⑧有収率」は老朽管の更新や鉛
製給水管の取替えを進めていることにより改善して
いるものの，未だに老朽化した水道管からの漏水量
が多いことから，類似団体平均値を下回る状況にあ
る。

○なお，平成26年度以降「③流動比率」が大幅に
低下しているが，これは地方公営企業会計制度が見
直され，１年以内に返済期限が到来する企業債等を
流動負債に分類したことによるものであり，経営実
態に変化はない。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 43.23 100.00 2,959 1,457,318 183.92 7,923.65 【】

827.83 1,713.32 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ3当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 政令市等 自治体職員 1,418,340

経営比較分析表（平成28年度決算）
京都府　京都市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 0.59 0.80 0.77 0.89 0.97

平均値 1.22 1.26 1.23 1.23 1.18

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 101.23 107.24 121.00 121.27 121.13

平均値 108.97 109.88 113.97 114.38 114.50

41.00

42.00

43.00

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 43.76 44.34 45.17 45.96 46.53

平均値 45.31 45.85 46.73 47.39 48.05

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00
10.00
12.00
14.00
16.00
18.00
20.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 13.59 14.74 16.02 17.44 18.28

平均値 12.46 13.95 15.33 16.74 17.97

①経常収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 0.72 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 234.44 220.52 85.40 101.27 89.07

平均値 296.75 295.06 178.43 168.99 159.12

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 607.75 594.64 581.95 580.11 585.70

平均値 235.04 226.55 220.35 212.16 206.16

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 93.87 99.18 113.13 113.84 113.84

平均値 98.74 99.53 104.05 104.16 104.03

0.00
20.00
40.00
60.00
80.00
100.00
120.00
140.00
160.00
180.00
200.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 162.46 160.85 147.01 145.97 146.09

平均値 180.69 179.62 171.57 171.29 171.54

52.00
54.00
56.00
58.00
60.00
62.00
64.00
66.00
68.00
70.00
72.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 69.94 68.89 67.44 66.08 65.20

平均値 59.95 59.60 58.97 58.67 59.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 86.72 87.27 87.35 88.69 90.39

平均値 93.11 93.22 92.91 93.36 93.69

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】

【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】

資料５－２
「経営比較分析表」（京都市水道事業，平成２４～２８年度）



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

○施設マネジメントの実践により，老朽化した管渠
の計画的な点検を行うとともに，効率的な改築更新
を進める。

○企業債残高を縮減し，財務体質を強化するととも
に，将来の利息負担の軽減を図る。

○水需要の減少傾向が続き，今後も厳しい財政収支
が見込まれる中，今後もより一層効率的・効果的な
事業運営を進める。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

○「①有形固定資産減価償却率」，「②管渠老朽
化率」が類似団体平均値を上回っており，管渠にお
いては，平成28年度末時点で標準的な耐用年数（50
年）を超過しているものが１割を超えている状況に
ある。

○そのような状況の中，老朽化した管路等の管更生
や布設替えを進めたことにより，平成28年度の「③
管渠改善率」は，類似団体平均値を上回る結果と
なっている。

○今後，平安建都1200年（平成6年）での市街化区
域における整備完了を目指して布設を進めてきた膨
大な管路施設が順次更新を迎えることから，老朽化
対策にこれまで以上の財源の確保が必要となる。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄
1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

○直近の５年間においては，全ての経営指標で類似
団体平均値と比べ概ね良好な状況にある。

○財政計画期間中（平成25～29年度）の累積収支の
均衡を図るため，平成25年10月に使用料改定（平均
△3.0％）を行い，適切な使用料水準へ見直しを
行ったところである。

○処理能力に対する１日の平均処理水量の割合を示
した「⑦施設利用率」が約60％となっているが，雨
水時の最大処理水量を用いた「１日最大稼働率」は
90％を超えており，施設規模は適正といえる状況で
ある。

○なお，平成26年度以降「③流動比率」が大幅に低
下しているが，これは地方公営企業会計制度が見直
され，１年以内に返済期限が到来する企業債等を流
動負債に分類したことによるものであり，経営実態
に変化はない。「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km2) －

- 54.79 99.13 56.64 1,976 1,402,585 152.07 9,223.29 【】

827.83 1,713.32 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ3当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2)

法適用 下水道事業 公共下水道 政令市等 自治体職員 1,418,340

経営比較分析表（平成28年度決算）
京都府　京都市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00
0.05
0.10
0.15
0.20
0.25
0.30
0.35
0.40
0.45
0.50

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 0.33 0.33 0.44 0.27 0.47

平均値 0.35 0.37 0.38 0.35 0.39

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 108.28 110.07 110.02 110.20 110.82

平均値 105.85 106.98 108.24 108.59 109.10

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 33.65 34.58 47.44 48.56 49.90

平均値 30.56 31.06 42.00 43.20 44.55

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 7.54 8.69 10.35 12.53 14.60

平均値 6.24 6.43 6.95 7.39 8.25

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 5.72 4.09 0.61 0.54 0.36

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 317.07 369.15 75.80 78.09 73.59

平均値 182.39 187.05 55.68 56.18 59.45

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 620.58 609.10 606.83 539.31 519.85

平均値 671.46 644.47 627.59 594.09 576.02

100.00

105.00

110.00

115.00

120.00

125.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 119.81 118.13 118.98 119.12 120.81

平均値 107.64 109.25 113.93 114.03 113.34

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 105.58 105.16 102.58 102.68 101.33

平均値 123.36 121.96 116.77 116.93 117.40

56.50

57.00

57.50

58.00

58.50

59.00

59.50

60.00

60.50

61.00

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 60.30 60.36 60.29 59.79 59.14

平均値 57.95 59.80 59.58 58.79 59.16

98.20

98.40

98.60

98.80

99.00

99.20

99.40

H24 H25 H26 H27 H28
当該値 98.94 98.95 99.05 99.10 99.21

平均値 98.56 98.64 98.71 98.76 98.86

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.57】 【4.38】 【59.95】 【728.30】

【94.90】【60.09】【137.82】【100.04】

【37.36】 【4.96】 【0.27】

「経営比較分析表」（京都市公共下水道事業，平成２４～２８年度）



 
  

災害用備蓄飲料水「京のかがやき 疏水物語」の販売開始について 
  

  

上下水道局では，平成１５年に「第３回世界水フォーラム」が本市で開催され
たことを契機に，各家庭や事業所等での飲料水の備蓄，安全・安心でおいしい世
界最高水準の水道水のＰＲを目的として「京の水道 疏水物語」の製造を開始し
ました。 

賞味期限を１０年（これまでは５年）に延長すること等を踏まえ，より皆様に
親しんでいただき，手に取ってもらいやすくするため，名称を「京のかがやき  
疏水物語」に変更しました。また，デザインは特定非営利活動法人障碍者芸術推
進機構「天才アートＫＹＯＴＯ」から提供いただいた作品の中から採用し，平成
３０年３月１日（木）からリニューアルした疏水物語の販売を開始しましたので，
御報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１ 「京のかがやき 疏水物語」の販売開始に係る報告 
１ リニューアル内容（名称，デザイン） 
  新たな名称「京のかがやき 疏水物語」 

   平成２９年７月１０日（月）から８月１０日（木）まで，上下水道局本
庁舎や営業所，区役所・支所等に設置したアンケート用紙や上下水道局ホ
ームページ，市立小学校等で名称案を募集し，３，８９０件の回答をいた
だきました。 

   募集結果を踏まえ，「疏水物語」を引き続き使用するとともに，光り輝く 
未来へ安らぎと潤いを届け続けるという思いを込めて「京の水道」を 
「京のかがやき」に変更しました。 

災害用備蓄飲料水「京のかがやき 疏水物語」 
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【表面】 【裏面】



  新たなデザイン 
    障がいのある方の芸術活動を積極的に支援するとともに，その優れた感

性と表現力により，親しみやすいデザインとするため，天才アートＫＹＯＴＯ
に作品を提供いただきました。 

    この作品は青と白のコントラストを中心としたデザインであり，原材料
の水道水をイメージしやすいことから，採用することとしました。 

    また，表面には「１０年保存」を明記するとともに，裏面には，災害発
生時に必要となる飲料水の備蓄の啓発や，電話を用いて音声による伝言板
の役割を果たす「災害用伝言ダイヤル」を新たに記載しました。 

 
２ 販売価格 

   １本当たり１００円（税込） 
 
３ 内容量 

１本当たり４９０ml 
 
４ 販売場所 
  ケース（２４本）単位の販売 
市内に５箇所ある上下水道局営業所と，上下水道局本庁舎（１階お客さま

窓口サービスコーナー）で販売しています。 
なお，営業所では，京都市内を対象に，無料で御家庭に配達するサービス

を行っています。 
  １本単位の販売 
市内４箇所（上下水道局本庁舎正面玄関前，琵琶湖疏水記念館，京都市

役所東側玄関付近，地下鉄烏丸御池駅構内）に設置している自動販売機で購
入することができます。 

 
第２ 飲料水の備蓄に向けた情報発信について 
 １ これまでの備蓄率向上に向けた取組 
〇 蹴上浄水場，鳥羽水環境保全センターにおける一般公開のほか，京都市
消防出初式等のイベントで疏水物語を活用した飲料水の備蓄啓発を呼び掛け 

〇 局ホームページ，ツイッター，フェイスブックにおいて「飲料水は１人
１日３リットル，最低３日間の備蓄が必要である」という内容の発信 

〇 疏水物語のリニューアルについて，チラシ・ポスターの営業所等での掲示，
全市版市民しんぶん（平成３０年３月１日号）への掲載 

  ※ 今後は，地下鉄の指詰防止ステッカーの掲示，区版市民しんぶん（平成
３０年４月１５日号）への挟み込みを実施予定 

 
２ 次期経営ビジョン・中期経営プランにおける飲料水備蓄率の目標 

 2017 年度末 
（2015（平成 27）年度時点） 

2022 年度末（５年後） 
目標 

2027 年度末（10 年後） 
目標 

飲料水備蓄率 ４８．５％※ ５５％ ６０％ 

※近畿エリア 41.1%，関東エリア 54.8%（地区別で全国１位） 
※他都市の飲料水備蓄率：東京都 81.5%，横浜市 74.4%，名古屋市 69.3% 



 

新山科浄水場 導水トンネル築造工事について 

 

 

 本市では，水需要に応じた施設規模の適正化のため，平成２４年度に山ノ内浄水場

を廃止し，それ以降，新山科浄水場が本市の給水量の約半分を担っています。同浄水

場では，山科区の日ノ岡取水池から約４．５ｋｍに及ぶ導水トンネルを通じて原水を

取り入れています。 

この導水トンネルは，昭和４４年の完成から５０年近くが経過しており，老朽化が

進行しています。また，一系統しかなく，代替施設がないことから，現状では，大規

模災害時等におけるリスクの分散を図れておりません。 

こうしたことから，既設導水トンネルを更新することとし，今後，地震等の災害時

においても，原水をさらに安定的に取水し，市民の皆様に安全・安心な水道水を供給

するため，新たな導水トンネルの築造工事に着手しますので，工事の概要について御

報告いたします。 

 

 

１ 工事の概要 

新山科浄水場に発進立坑を設置し，蹴上取水池まで，シールド工法により 

導水トンネルを築造する。 

また，新山科浄水場及び蹴上取水池において，既存の施設と連絡させる管路等の

整備を行う付帯工事を別途実施する。 

 

   工事場所 

山科区勧修寺丸山町 ～ 山科区日ノ岡一切経谷町 

（新山科浄水場）           （蹴上取水池） 

 

   導水トンネルのルート及び構造 

   蹴上取水池と新山科浄水場の区間において，施工性及び経済性を考慮し， 

道路幅の狭い公道を避けて，一部民地を通るルートを採用する。（別紙参照） 

・ 延 長 ５，２３０ｍ 

  ・ 口 径 ２．６ｍ（内挿管） 
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また，導水トンネルの構造は，トンネルの壁となるパネル（セグメント）を組

み立てた一次覆工の内側に内挿管を布設した耐震性を有する。（図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         一次覆工の詳細図         導水トンネルの断面図 

 

図 導水トンネルの構造図 

 

  工期 

   平成２９年度～平成３９年度 

 

  概算事業費 

   約２００億円（付帯工事含む。） 

 

２ 今後の予定 

  ２０１７～２０２７年度 新山科浄水場導水トンネル築造工事の実施 

  ２０２４～２０２７年度 付帯工事実施 

  ２０２８年度以降    新導水トンネル運用開始 

              既設導水トンネル取水停止後，内部調査等実施 

 

（参考）導水施設の耐震化率（次期経営ビジョンにおける目標値） 

 
2017（平成 29）年度末 

2027 年度末（10 年後） 

（目標） 

導水施設の 

 耐震化率（※） 
２６．８％ ６２％ 

※ 耐震対策の施された導水施設により災害時でも安定取水できる浄水場の施設能力 ÷ 全浄水場の施設能力 

 



新導水トンネル

  延長 5,230ｍ

  口径 2.6ｍ



 

 
琵琶湖疏水の魅力向上・発信について 

 

１ 地方創生推進交付金を活用した魅力向上・発信の取組 
  平成２９年度に大津市との共同申請した「琵琶湖疏水通船復活を契機とし
た京都・大津広域観光促進事業」が国の地方創生推進交付金事業に採択（2分
の 1補助）され，主に下記の事業を実施した。 

   通船事業関連 
平成２７年度春以降，５回にわたる試行事業を経て，関係者の努力が実 

を結び，平成３０年３月２９日（木）からいよいよ本格運航を開始（詳細は
パンフレットを参照。）。 

  ア 本格運航で使用する新しい観光船の建造 
    旅客定員が試行船から倍増（１２名）した新造船を建造。平成２９年

１１月に疏水路においてメディア・旅行会社等を対象に試乗会を実施。 
  イ 通船事業プロモーションツールの制作 
    通船事業及び琵琶湖疏水の魅力を発信するツールとして，プロモーシ

ョン動画や事業パンフレット等を作成。 
  ウ 乗船促進に向けた販売システム構築 
    通船事業の予約・販売等を一元的に管理し，カード決済やモバイル対

応等を可能とするシステムを構築。 
 
   旧御所水道ポンプ室の保存・活用 
   疏水沿線に点在する産業遺産の中で，旧御所水道ポンプ室（明治４５年

竣工。片山東熊設計。）について，保存・活用に向けた今後の方向性を検討
するため，外部有識者を交えた懇談会を設置して，議論を深めている。 

（懇談会委員名簿） 

 

   蹴上エリアにおける回遊性の向上 
   通船事業における乗下船客や観光客等の回遊性を向上させるため，蹴上

エリアを中心に，案内・誘導用サインを通船の本格運航までに設置する。 

  
  琵琶湖疏水記念館のウェブサイト開設 
開館３０周年を迎える平成３１年にリニューアルを予定する「琵琶湖疏水

記念館」について，リニューアル事業に先駆け，新たにホームページを開設
する。（３月１６日から公開。詳細は別添資料を参照） 

琵琶湖疏水の歴史や館内の展示内容等を分かりやすく紹介するとともに，
便利な機能や，疏水関連施設の見どころを紹介したコンテンツを採用。 

氏 名 役 職 等 
石田 潤一郎 京都工芸繊維大学教授 
奥  美里 京都市行財政局・文化市民局 参事 
窪田 裕幸 京都商工会議所産業振興部長 
中嶋 節子 京都大学大学院教授 
宗田 好史 京都府立大学副学長 
山添 洋司 京都市公営企業管理者上下水道局長 
山田 有希生 京阪ホールディングス株式会社 経営統括室事業推進担当部長 
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２ 琵琶湖疏水カフェ 
  疏水通船の本格運航開始に合わせて，水道水を活用したメニューを安価 
（全て１００円）で提供するカフェを，期間限定でオープンする。 
  開店日 

平成３０年３月２９日（木）～４月８日（日） 
※４月２日（月）は，休館日のため閉店 

   開店時間 
午前１０時～午後４時 
※３月３０日（金）及び３１日（土）は，午後７時まで開店 

   会場 
   琵琶湖疏水記念館テラス(左京区南禅寺草川町１７)  
   メニュー 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

琵琶湖疏水記念館ホームページを開設します！ 

 

明治１５０年を迎えた本年，３月末から本格運航を開始する琵琶湖疏水通船事業と
ともに，明治の一大事業である琵琶湖疏水建設の意義や先人たちの偉業を知っていた
だく機会を創出し，疏水沿線の魅力を更に多くの方に発信していくため，新たに琵琶
湖疏水記念館ホームページを開設しますので，お知らせします。 
なお，琵琶湖疏水記念館は，開館３０周年を迎える平成３１年にリニューアルを予

定しており，本ホームページの開設はリニューアル事業に先駆けて実施します。 
 

１ 公開日時 
  平成３０年３月１６日（金） 午前１０時～ 
 
２ ホームページアドレス 
  https://biwakososui-museum.jp 
 
 
 
 
 
３ ホームページの特色 
  琵琶湖疏水の歴史や館内の展示内容等を分かり 
 やすく紹介するとともに，便利な機能や楽しいコン 
 テンツを採用しました。 

  どんな端末でも見やすいデザイン 
   スマートフォンやタブレット端末からのインターネット 
  利用が日常化されていることから，あらゆるデバイスで 
  利用されることを意識したページ構成や情報量にしています 
  （レスポンシブデザイン）。 
 
  スマートフォンを片手に出かけよう！「疏水さんぽ」 
   大津から伏見まで，第１疏水の地図とともに，各所の 
  見どころを紹介する「疏水さんぽ」をメインコンテンツと 
  して設置しました。 
   グーグルマップとの連動により，スマートフォン等携帯 
  端末を片手にスポットを周遊していただき，疏水関連施設 
  全体をフィールドミュージアムとして楽しんでいただけます。 
 
  やさしいブラウザ対応 
   テキストの読上げ機能やルビ振り機能，背景色と文字色の変更等に対応して 
  おり，誰もが見やすいサイトを意識しています。また，近日中には英語・韓国語・ 
  中国語（簡体字・繁体字）にも対応予定です。 
 

疏水さんぽ 画面イメージ 

トップページ イメージ 

別添資料 



琵琶湖疏水記念館外観 ジオラマ展示 

【参考１】琵琶湖疏水記念館リニューアルについて 
  平成２７年から始まった琵琶湖疏水通船復活事業などを契機として，琵琶湖疏水 
 が改めて注目されている中で，文化庁の全面的移転や平成３１年９月の「国際博物 
 館会議（ICOM）京都大会」の開催など，今後本市における文化・観光振興の機運が 
 更に高まっていくことを見据え，平成３１年の開館３０周年に合わせた疏水記念館 
 のリニューアルを行います。 
  本リニューアルを機に，琵琶湖疏水の魅力発信を更に進め，京都の文化や観光振 
 興に貢献していきます。 
 
 
【参考２】琵琶湖疏水記念館について 

琵琶湖疏水記念館は，平成元年８月に琵琶湖疏水竣工１００周年を記念して，  
疏水の意義を多くの方に伝え，先人の偉業を顕彰するとともに，将来に向かって  
発展する京都の活力の源となることを願い開館した施設です。 
館内には，琵琶湖疏水が京都の近代化に果たした役割や水道事業の歩みを紹介 

する資料，大正時代の蹴上付近を復元したジオラマ等を展示しています。 

今年１月には，入館者数が２５０万人に到達し，市民の皆さまはもとより観光客
や海外からの視察等，多くの方に御利用いただいています。  

 

１ 所 在 地 京都市左京区南禅寺草川町１７ 
２ 開館時間 ３月１日～１１月３０日 午前９時～午後５時 

１２月１日～２月末日  午前９時～午後４時３０分 
※ 入館は閉館の３０分前まで 

３ 休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日・休日の場合は翌平日） 
４ 入 館 料 無料 
５ アクセス 地下鉄東西線「蹴上」駅下車徒歩７分 

市バス５系統「岡崎法勝寺町」下車徒歩４分 
市バス京都・岡崎ループ「南禅寺・疏水記念館・動物園東門前」下車すぐ 
※ 来館者用の駐車場はありません（身障者用の駐車スペース有）。 

 

 

 

 

 

 

 



 

北部営業所及び左京営業所の再編について 
 

上下水道局では，将来にわたり安全・安心で市民の皆さまに信頼される上下水道サ
ービスを提供していくため，京都市上下水道事業中期経営プラン（２０１３－２０１
７）に基づき，経営の効率化と営業所の機能強化を目指して，平成２７年度から営業
所の再編を実施してきました。さらに，平成３０年度は，北区，上京区，中京区及び
左京区のお客さま窓口として，北部営業所と左京営業所を再編しますので，お知らせ
します。 
 

１ 概要 
北区，上京区及び中京区のお客さま窓口である北部営業所と，左京区のお客さま

窓口である左京営業所を再編し，名称を北部営業所として，現在の左京営業所所在
地に設置します。これにより，現在の５営業所体制から４営業所体制へ移行します。 
 
２ 所在地 
左京区高野竹屋町４－１ 
（現在の左京営業所の庁舎を改修して利用） 

 
３ 設置日 
平成３０年５月７日（月） 

 
４ 開庁時間 
平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで 
（土曜・日曜・祝日・年末年始は休み） 

 
５ 取扱業務 
・ 水道の使用開始・中止，名義変更の申込み 

・ 水道料金及び下水道使用料の支払い 

・ 口座振替，クレジットカード継続払いの申込み 

・ 災害用備蓄飲料水「京のかがやき 疏水物語」の注文受付 など 

 
６ その他 
北部営業所の再編に伴い，現在の北部営業所（北区衣笠東御所ノ内町４３）は 

平成３０年５月６日をもって営業を終了します。 
  

資料９ 



＜参考＞営業所の再編スケジュール 

 

※ 再編前の庁舎で営業を開始した年月 

 

【営業所所管図】 

 

現営業所

（使用開始年月※）

現所管

行政区
27年度 28年度 29年度 30年度

30年度

所管行政区

北営業所

（S54.4）
北，上京(一部)

丸太町営業所

（S47.12）

上京(一部)，

中京

左京営業所

（S55.9）
左京

九条営業所

（H4.11）
下京，南

伏見営業所

（S39.8）

伏見(醍醐支所

管内を除く)

東山営業所

（H12.8）
東山

山科営業所

（H8.2）

山科，伏見(醍

醐支所管内)

右京営業所

（S37.6）
右京

西京営業所

（S53.7）
西京

北，上京，

中京，左京

下京，南，

伏見（醍醐支所

管内を除く）

東山，山科，

伏見（醍醐支所

管内）

右京，西京

北部

営業所 北部

営業所

南部

営業所

東部

営業所

西部

営業所

（現 左京営業所）


